


























































































































































































































事 項 概 要
名称 Five College Library Depository
参加機関 マサチューセッツ大学アマースト校，アマースト大学，スミス大学，マウント
ホリヨーク大学，ハンプシャー大学
運用開始 1999年
施設・設備 ・アマースト大学所有の書庫の借用
・55万冊収容の移動式書架
移管可能資
料
・[利用頻度の低い]図書，雑誌，公文書
・書庫内重複は認めない
・貴重書，虫食いのある資料，劣化の進んだ資料は移管できない
所有権 マサチューセッツ大学アマースト校から移管された資料を除き，5大学図書
館長会議（Five College Librarians Council）が保有
経費 ５大学分担
利用 来館利用／ILL（学術雑誌は文献複写のみ，図書，一般雑誌は貸借可
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事例：その他
•カナダ
Shared Print Archive Network [雑誌]
•英国
UKRR (UK Research Reserve) [雑誌]
•香港
JURA (Joint University Research Archive) [図書・
雑誌]
•オーストラリア
CARM (CAVAL Archival and Research Materials 
Centre) [図書・雑誌]
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審議まとめ（１）
○大学の状況に応じて，学術資料のより効果
的・効率的な保存方法の導入を検討し，図書
館における空間の有効活用を推進することが
考えられる。
① 紙媒体資料について電子的保存・流通へ
の対応と合わせて，各資料を紙媒体で維持・
提供することの必要性についての検討を行う。
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審議まとめ（２）
② 蔵書を集約化する自動書庫の導入や大学
単独もしくは共同で遠隔地に保存書庫の設置
について検討する。
③ 大学内においては中央図書館と部局図書
館，大学外に関しては国立国会図書館を含
めた複数の大学図書館の間で，紙媒体の重
複保存を抑制するシェアード・プリントの導入
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導入に当たって留意すべき事項
（１）
•冊子体資料の遡及電子化
•コレクションの共同保存・利用の考え方を理
解する
•単なる冊子体資料の除却手段と考えない
•資料の消失を防ぐ危機管理の原則に立脚し
た保存資料の選択を行う
•ゆるやかな冊子体資料の重複が望ましい
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導入に当たって留意すべき事項
（２）
•図書館コンソーシアムの新たな事業であると
捉える
•参加機関の信頼関係を構築する
•蔵書構成に関するデータを収集する
•電子資料の利用や共同コレクションの利用
についての利用者の姿勢を理解する
•費用負担
•所有権の移管
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